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令和６年６月15日（土）13：30 ～前山　憲一氏（NPO法人野中ケアマネジメント研究会理事）に
よる「野中式事例検討会」がまなぼっとにて開催されました。
資料を基に手順やポイントの説明を受け、実際に事例検討を行って行きました。
概要説明後に質問を通して利用者の理解を深め、前山氏がさらに詳しく聞き取りし、まとめていきま
す。これまで利用者がどのように生活してきたか、家庭環境等の背景をわかりやすく、共有できました。
複雑な家庭環境である利用者の残された人生をどのようにサポートしていくのか、後半は４～５人ずつ
グループで話し合い発表。それぞれのグループから家族が集まれる機会を作る方法等いろいろなアイデ
アが出され、その中から一つのアイデアを選び更に検討。検討を重ねていく中で、これこそが野中猛先
生のお言葉「寄って集って、その人を幸せにすること」なのだろうと実感しました。研修の中で前山氏
より「その方の人生のドラマに関わらせていただいている」という言葉が印象的で、日々の業務の中で
利用者を中心にきちんと支援できているだろうか？利用者の生活歴を把握し望む生活を送るための支援
ができているだろうか？等振り返る機会となりました。
研修後は「野中式事例検討会また参加したい」「定期的に開催してほしい」等の声をいただきました。
今後の開催を楽しみにしていて下さい。� （村松）

　2023年度第3回自主研修会
　「野中式事例検討会を学ぶ」開催　
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なぜ‥管内？なのか
　「うちはちゃんとやれているんだろうか‥」村に居宅は他に無く、いつも不安に駆られてたというケアマネさん。
それじゃ、近隣町村に声掛けしてみましょっ！‥てことに。
　市内とは資源はもとより環境や住民意識など風土も違い地域特有の課題もあります。点在するケアマネがカ
フェを機会につながりが出来れば‥そんな発想からの開催でした。
　実は管内各地、独自の取り組みされてるんです 。例えば弟子屈町。離月に事例検討会を開催したり、町内
事業所がつどってサービス情報交換会なども‥。毎回刺激もらってまーす(^^♪。
「‥これが私のぉ～生き～る道～♪」
　みなさん、仕事じゃないのに‥なんで？って正直思ってるしょ。実は昔、自分がMSWとして病院に勤務して
た頃、同業者による詐欺横領事件があってマスコミや市民から厳しい視線を浴びせられたことがありました。
そんなさ中「釧路の仲間は大丈夫か！」「不利益を被って
ないか！」真っ先に声をかけてくれた職能団体に‥うるっ
‥かっけー！！これだっ、自分もこんな人になる！って

（笑）。専門職を守ってくれる存在、それが職能団体なん
だなぁって実感したのが大きなきっかけ。
ボヤキ→共有→企画→ちょっとやる気up
　マネジメント有料化、更新研修の費用や拘束時間、低
い報酬、そしてカスハラにシャドーワーク(-_-;)‥元気削
がれるこの仕事‥なんだかなぁってボヤキも出ます。でも、
まずはそこから知恵を出し合う。そんな皆さんを職能団
体は支えますし、然るべき場へ声を届けます。連協、道協
会ともどもご活用を！というか、市内での企画も検討中で
す。一緒に面白いことやりましょ！お待ちしてまーす(^^)/

会員の皆様こんにちわー。副会長金森です。道協会の理事を兼ねてますが「‥一体何やってんの？」って言
われます(-_-;)。で今回、広報部からお許し？いえ、要請頂きましたので、ちょっと紹介させていただきまーす(^^)/

あなたもぜひ
北海道介護支援専門員協会へ！

研修
質の高い学びの場を提供します

ネットワーク
道内各地の豊かな経験交流を図ります

政策提言
CMに関する諸課題を道や国へ働きかけます

https://www.do-kaigoshien.jp/

北海道介護支援専門員協会釧路ブロックの活動紹介
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　昨年度広報誌66号を各事業所へ送付した際、
高齢者向け配食サービスメディミール釧路店さ
んのパンフレットを1部一緒に送付させて頂いて
おりました。
　この度釧路町だけではなく、釧路市の食の自
立支援事業（配食
サービス）が利用
できるようになり
ました。
　ご利用希望の方
はお試し下さい。

（伊東）

ちょこっと事業紹介
田中医院　　訪問リハビリさくら
厚岸町にある田中医院の「訪問リハビリさくら」から、理学療法士　髙橋　亮�氏が事業所
の説明をして下さる、との事で、説明会にお邪魔してきました。
この度お邪魔した居宅支援事業所では、釧路町の利用者が増えているものの、訪問リハビリ
のニーズがある利用者に対し、釧路市内の訪問リハビリ事業所では、サービス実施地域が遠方
で難しい、などの理由もあり利用できないケースがあったとの事。このような中、釧路町の方
を訪問している「訪問リハビリさくら」の事業内容を伺う機会となりました。
訪問リハビリさくらでは、リハビリ技士が７名在籍しており、厚岸町の他、釧路町、釧路市、
根室市、浜中町など、広域で訪問リハビリを実施。　
釧路町では、昆布森、仙鳳趾などの地域の方を訪問しており、その他遠矢や別保などでも利
用相談があるとの事。又釧路市では、東部南地域方面の方を中心に利用相談が可能、との事で
す。訪問リハビリでは、主治医の受診の他にリハビリ担当医の受診も必要、というハードル？
がありますが、訪問リハビリさくらでは、リハビリ担当医の受
診は「まずは要相談」となるようです。
又、ご利用者様やご家族様、その他地域住民の方向けの講演
なども行い、地域に関わる方々との意見交換の場も設け、大切
にしているとの事でした。� （早川）

＜訪問リハビリさくら＞
厚岸群厚岸町真栄1丁目82番地
　　　　　電話：0153-52-7155

お 知 ら せ
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◎ケアマネ連協へ登録しているメールアドレスや勤務先が変更になった場合はホームページ内

にある『変更届』を事務局まで提出してください。（FAX可）

☆登録のメールアドレスへ広報誌更新時や研修案内の通知がされます。

◎今後は『入会届』『変更届』『退会届』それぞれ事務局へ提出後、事務局からのメール通知を

もって受理となります。

　夏でもクーラーいらず、と言われる釧路でも、今年は暑さや湿度の高さを感じ、少々バテ気

味でした（年のせい？？）これからは、運動、読書、芸術など取り組むにも良い季節。

そしてなにより食欲の秋ですね！皆さん、美味しいものを食べて元気に過ごしましょう！（早川）

現代に生きる私たちは、程度の差はあれ、日々「臭い」を気にしてい

ませんか？できれば家族や一緒に働く仲間、利用者様などに嫌な気持ち

を抱いてほしくない（又は抱きたくない）と思っていますよね。時には

自身をリラックスさせたり、気分転換の為に「いい香り」をまとわせた

り…。でも、その香りが時に「害」となる事に気づかされたことがあり

ます。

それは「化学物質過敏症」です。「香り」で言えば、香料を含む洗

剤、柔軟剤、芳香剤、消臭剤などの日用品や化粧品などです。微量の化

学物質に接するだけで、頭痛、めまい、疲労感などの多彩な不定愁訴が

あらわれ、日常生活に支障をきたす事もあります。社会にはこのような

方も生活していることを想像すると、対人援助職として「香り」につい

て考えてみる事も必要かもしれませんね。
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☆事務局よりお知らせ☆


